
くまもと障がい者プラン（第６期熊本県障がい者計画）の概要

障がいのある人もない人も、一人一人の人格と個性が尊重され、社会を構成する対等な一員として、安心して暮らすことのできる共生社会の実現

Ⅱ 基本理念

第２章 障がい者を取り巻く現状

第１章 計画の基本的な考え方

Ⅰ 目指す姿

◆障がいのある人もない人も「ともに生きる」社会 ◆自らの選択・決定・参画の実現 ◆安心していきいきと生活できる環境づくり

◆県民みんなで障がいのある人への差別をなくす取組 ◆地域で安心して生活できるための支援 ◆家族等に対する支援
◆障がい特性等に配慮したきめ細かい支援 ◆災害対策や感染症対策の充実による安心・安全の確保

第３章 分野別施策

第４章 数値目標

主な分野別施策

数値目標（目標設定等の見直し）

１ 地域生活支援

２ 保健・医療

３ 教育、文化芸術活動・スポーツ

４ 雇用・就業、経済的自立の支援

５ 情報アクセシビリティ

６ 安心・安全

７ 生活環境

８ 差別の解消及び権利擁護の推進

計 画 の 概 要

見
直
し

Ⅲ 重点化の視点

【位置付け】本県の障がい者施策を総合的に推進することを目的とした、県における「障がい者のための施策に関する基本的な計画」
（障害者基本法第１１条第２項に基づき策定が義務づけられた計画）

【対象期間】令和３年度から令和８年度の６年間

第５期計画中間見直し後の動向

障がい者のニーズ

法令等の施行や改正〖法〗

○福祉サービスの充実（総合支援法の一部改正）
○読書環境の整備（読書バリアフリー法）
○障害者による文化芸術活動の推進（法律の施行）
○移動円滑化の推進（バリアフリー法の一部改正）

◆ 地域生活支援
・重度障がい者向けグループホームの充実〖ア〗

・基幹相談支援センターの設置促進〖災・ア〗

・障がい福祉サービス事業所における情報公開
制度の活用促進

・継続的なサービス提供体制の確保（ICT等の
導入による業務の効率化等）〖ア〗

・発達障がい者の診療待機解消に向けた支援
・医療的ケア児（者）及び重症心身障がい児

（者）の家族支援の充実〖ア〗

◆ 保健・医療
・精神障がい者の退院後支援の促進
・依存症対策の推進
・精神医療における人権の確保

◆ 教育、文化芸術・スポーツ
・一人一人のニーズに応じた教育支援の充実
・特別支援学校のセンター的機能の充実
・学校施設等のバリアフリー化の促進
・障がいのある人の読書環境の整備充実〖法〗

・ 文化芸術・スポーツを通した社会参加の
促進〖法・ア〗

★ 審議会委員の意見【書面】
○災害・感染症対策やSDGsを踏まえた施

策の推進
○優秀な人材の育成・確保
○障がい特性に十分配慮した環境整備 等

◆ 雇用・就業、経済的自立の支援
・福祉と農業の連携による就労支援
・就労継続支援A型事業所への指導等〖ア〗

・新たな生活様式への対応推進〖ア〗

◆ 情報アクセシビリティ
・災害時における情報伝達体制の整備〖災〗

・意思疎通支援の推進（手話言語条例等）〖ア〗

◆ 安心・安全
○災害対策
・被災者の安心・安全の確保〖災〗

・入所施設等における災害対策の促進〖ア〗

○感染症対策
・サービス提供体制の継続支援〖感〗

・在宅の重度障がい者等への支援〖感〗

・医療・検査体制等の整備〖感・ア〗

・こころのケア支援〖感〗

◆ 生活環境
・障がい者の居住、見守り等の生活支援
・ユニバーサルデザインに基づく整備〖ア〗

◆ 差別の解消・権利擁護の推進
・成年後見制度の利用促進〖法・ア〗

・行政機関における合理的配慮の推進〖法〗

○第５期計画の達成状況や新たに策定する障がい福祉計画の成果目標等を踏まえ、数値目標を設定
→ 計３７項目を設定（うち新規１２項目）

・新規項目：精神病棟における早期退院率の上昇、手話通訳者養成研修修了者数 等
・目標値を上方修正した項目：ペアレントメンター登録者数、ノンステップバスの割合

強度行動障がい支援者養成研修修了者数 等

計画策定に向けたニーズ調査〖ア〗

○アンケート調査の実施
→ 調査内容を選択式から記述式に変更
→ インターネットの活用、調査対象者の拡充

○その他、障害者団体の意見調査〔書面〕 等

環境の変化等（最近の動き）

★ アンケート調査結果－抜粋－（約800件）

○障がいのある人が地域で暮らせる施策が
必要（入所施設しか選択肢がない）。将
来（親亡き後）の不安。

○相談支援専門員によってケア格差がある。
障害福祉従事者の専門性が足りない（資
質の向上が必要）。

○医療的ケア児を受け入れてくれる事業所
が少ない。

○精神障がい者の地域移行が進まない。

○障がいの理解や支援の方法等について、
教員等の資質向上が必要。普通学校で学
べる環境を作ってほしい。

○障がい者に情報が届くような配慮がほし
い。福祉避難所の充実。

○工賃水準の向上や販路拡大の取組が必要。

○歩道が狭く段差や傾斜が多い。

○成年後見制度を周知してほしい。

《現計画の数値目標》（R元年度末の達成状況）

達成率100%以上・・・・・・ 13項目

〃 100%未満80%以上・・18項目

〃 80%未満50%以上・・ 8項目

〃 50%未満・・・・・・ 0項目

感染症の流行〖感〗・豪雨災害の発生〖災〗

○感染症対策、検査体制の充実
○感染症流行下におけるサービス提供継続
○迅速な避難の実施
○感染症対応者や被災者等のこころのケア

★ 障がい者団体等の意見
○グループホームや人材の確保
○住宅・施設等のバリアフリー化
○インクルーシブ教育の推進、ICTの活用 等

県内障がい者の状況

第５期計画の成果と課題

資料１


